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 Abstract 
 ＊ 大阪工業大学非常勤講師
  This paper reports an attempt to make students’ learning progress visible through the use of a “Can-Do 
List” that describes 77 specific learning objectives. The purpose of this project was to enable students to see 
their progress in order to increase their motivation to learn. The lists were distributed to students in second-
year university English classes three times each semester and the students were encouraged to do self-
assessment, - identifying what they could do by marking the appropriate learning objects on a list. 
The comments collected from the lists and questionnaires at the end of each semester suggested that while 
some students felt a sense of achievement, others felt the need to continue learning English. Although the list 
itself needs improvement, this reflective practice of using a “Can-Do List” has the potential to provide 
students with more effective feedback and help them grow as autonomous learners of English.   
キーワード；Can-Do List，工学英語，自己点検 
Keyword；Can-Do List，Technical English, Self-assessment 
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きるという「有能性（competence）」 は，Deci & 
Ryan も，動機付けのための「３つの心理的欲求」










































Vocabulary, Grammar, Reading のセクションの




























































































最後の Reading と Listening の項目に関して
は，テキストのパッセージを掲載した“Getting 
information” に呼応したセクションと，工学系の






































































Reading と Listening のスキルの習得により時間
を当てた．
３．結果と考察
このような Can-Do List を用いた自己点検を１
年間行った結果を，記録用 Can-Do List の「◯」
の数とコメント，前期末と後期末に行ったアンケ
ートをもとに検証する．








































  Grammar（全 35項目中） 
SP① SP③ 
A科 16.3 19.8 +3.5 
E科 8.7 13.3 +4.6 
C科 10.1 15.9 +5.8 
Reading（全 16項目中） 
AU① AU③ 
A科 4.0 7.0 +3 
E科 2.2 4.8 +2.6 
C科 3.8 7.1 +3.3 
表―1 Can-Do List の「◯」の数とその推移 
図―１リストの Grammar 項目の「◯」の数の変
化（A, E, Cは学科，数字は個々の学生を表す） 































































































“setting specific learner goals” や，「学習者の自
尊心を守り，自信を高めること」“protecting the 
learners’ self-esteem and increasing their 





















・次の試験までに Grammar の項目全部で 10 個 
	 以上を到達したい．
・自分のできていない項目を意識して学習するこ
とにより，チェックできる項目が 15 個に増え 


















































































































































・Can-Do List は役に立つけれど，授業と行っ 





















































































と答えた学生も 11 名と，予想以上に多く，a) の
































・目標の 25 個に対して 31 個チェックできたので， 
勉強した成果が表れているものだと感じた．来
  年度からも引き続き，TOEIC で 650 点取れる 
ように継続して学習したい
・近い未来には，ドラマや映画を字幕なしで見ら


































































































1). Can-Do Listのコメントは，学生が記載した通りに 
   表示する．ただし，誤字・脱字は修正し，丸印の表 
   記は全て「◯」に統一した．コメント欄は，必ずし 
   も全員が６回全てに書き込んでいるわけでもなく， 
   空白や，「難しかった」「今回はできた」など，一 
   言だけのものも多く，有用なコメントのみを取り上 
   げた． 
2). 前期アンケートの自由記述は，36名が記入した． 
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	 	 	 ロボット技術に基づいた新しい産業	
４．政府はそれを国の経済をたてなおすための何の一部であると説明しているか	
	 	 	 成長戦略	
＊ISOについて述べた以下の日本語の空所に適当な語句を書き入れなさい。	
●ISOによって基準が制定されると製造された装置の（	 本格的生産	 	 ）や（	 輸出	 ）が後押しさ
れることになる。ISOは、（	 1947	 ）年に設立された（	 	 工業	 	 ）製品の（		 国際		 ）基準を設定
する（	 私的		 ）な機関である。現在、ISOは（	 163	 ）カ国が加盟している。	
＊日本によって提案された安全基準の詳細について述べた以下の日本語の空所に適当な語句を書き入れな
さい。	
●この安全基準は、ISOによって採用され、（ 高齢者	 	 ）や（	 	 特別なケアが必要な人	 	 	 ）
を手助けするように設計された（	 ロボット		 ）のための安全基準の要点をまとめるために（			80	 	）
を超えるセクションの基準として使われることになる。その後、ISO加盟国の（	 			民間の認証団体	 	 ）
が、それぞれのセクションに従って製品のテストを行う。	
＊この基準で作成された介護ロボットについて述べた以下の日本語の空所に適当な語句を書き入れなさい。	
●介護ロボットは、（	 	 患者		 ）が自力で生活する手助けをして、それによって（	 介護者	 		）の負
担を軽減する様々な機能を実行するように設計されている。ISOセクションは、（	 衝突	 	 ）を避け
られるように、介護ロボットが（	 	 段差のある床	 		 ）や（	 	 障害物	 	 ）や（	 	 人間	 	 ）や（	 動
物		 ）を検知できるだろうし、同時に、患者が使用するときにその装置が（	 倒れないよう	 ）に安全
を確保することになるだろう。ISOの安全基準は（	 	騒音	 ）や（	 	 振動	 ）を減らしたり、安全に
（	 	 静電気	 ）や（	 熱	 ）を放出したりする装置の設置も要求するだろう。	
What’s new?  ＜スクリプト＞
a. If the robot detects objects, it either moves around them or stops.
b. The robot must build up static electricity when used.












付録―４	 参照用Can-Do List 
       工学コミュニケーション 英語基礎　Can-Do List　　　　　   　  　＿＿＿科 　　学籍番号 ＿＿＿＿＿＿　名前 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
＜Grammar ＞
G-1 品詞 単語の品詞（名詞 (N)・動詞(V)・形容詞(Adj)・副詞(Adv)）を特定することができる





G-3.1 関係詞 関係代名詞（ that, who, which, whose ) が導く節を特定し、先行詞を修飾するように訳すことができる
G-3.2 関係副詞（where, when ）が導く節を特定し、先行詞を修飾するように訳すことができる
G-4.1 分詞 動詞を現在分詞・過去分詞に正しく変化させることができる
G-4.2 形容詞化した現在分詞と過去分詞の意味が言える
G-4.3 分詞の後置修飾 名詞を後ろから修飾する形容詞相当語句 (名詞+V-ing, 名詞+V-ed)を特定し、現在分詞・過去分詞の性質
に基づいて訳すことができる
G-5 態 受動態の基本形（be 動詞 + 過去分詞形）を理解し、主語と動詞・時制を一致させることができる
G-6 動名詞 動名詞の文中の役割（主語・補語・目的語）を特定することができる
G-7.1 時制 文の内容から使用するべき時制（現在・過去・未来と進行形）を特定することができる





G-9.2 副詞節を作る接続詞(while, as, since, though など）の意味（時・理由・譲歩・条件）を特定すること
ができる
G-9.3 等位接続詞（and, or, but ) が結ぶ語句を特定することができる
G-10 助動詞 助動詞が表す意味を特定することができる
G-11 不定詞 不定詞の用法（名詞的用法・形容詞的用法・副詞的用法）を特定して訳すことができる
G-12.1 不定詞・動名詞 動詞の後に続く動詞が SV + to 不定詞 ( hope to, plan to, expect to )、 SV + 動名詞 ( enjoy -ing,
consider -ing, avoid -ing）のどのパターンをとるか特定できる
G-12.2 SVO + to 不定詞の形 ( advise + O + to ～、allow + O + to ～ など）をとる動詞が特定できる
G-12.3 原型不定詞 使役動詞 ( make, have, let + O + 原型動詞）の意味と形を特定できる




G-14 形式主語・目的語 形式主語または形式目的語の 'it' が代用する部分（語・不定詞・動名詞・that 節）を特定して訳すこと
ができる
G-15 代名詞 文中の指示代名詞 (it, that, those) が指す語句を特定することができる
G-16.1 前置詞 場所を表す前置詞（at, in, on など）の主なルールを理解して適用することができる














V-9 多用される接頭辞（ un-, dis-, de-, auto- など）が表す意味を理解できる




V-14 数字と共に用いられる単位記号(cc, km/h, kwh, ℃など）が表す意味を理解して正しく英語で読むことができる
V-15
V-16 数量を表す語句 (a maximum of～, several tens of ～, a little more than など）の意味が理解できる
V-17 数値上昇に関する語彙（increase, jump, riseなど）が理解できる
V-18 数値下降に関する語彙(decline, drop, fallなど）が理解できる



















L-1 Getting info. 本文を音声で聞きながら、内容を確認することができる








数量形容詞 (little, few, several, much, many など）が可算名詞（単数・複数）・不可算名詞のどの名詞と結びつくか識別
できる
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「Can-Do List」による学びの可視化の試み
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